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（2）

一般質問

奨
学
金
・
修
学
資
金
の
拡
充
！

　

災
害
対
策
基
本
法
改
正
を
受
け
て

霧
谷
ご
み
処
分
場
に
対
す
る
考
え
方

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
市
外
に
し
か
い

な
い
場
合
に
限
っ
て
は
、
可
能
と
す

る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　

修
学
資
金
は
、
現
在
、
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
介
護
福

祉
士
の
７
職
種
が
対
象
で
す
が
、
社

会
福
祉
士
、
言
語
聴
覚
士
、
精
神
保

健
福
祉
士
な
ど
の
職
種
も
加
え
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。

質
問
２ 

災
害
対
策
基
本
法
が
改
正

さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
体
制
が
強
化

さ
れ
ま
す
。﹁
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
﹂
と
言
い
ま
す
が
、
災
害
は
﹁
備

え
た
分
だ
け
憂
い
な
し
﹂
で
す
。
法

律
改
正
を
受
け
て
の
対
応
を
伺
う
。

町
の
順
で
合
意
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
１ 

安
定
型
処
分
場
の
管
理
方

法
は
、
ご
み
を
埋
め
立
て
た
後
、
覆

土
し
転
圧
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
こ
か
ら
出
る
放
流
水
と
直
下
の
霧

谷
川
で
毎
年
５
月
か
ら
11
月
の
間
に

水
質
検
査
を
し
て
い
ま
す
が
、
埋
め

立
て
開
始
以
来
、
国
の
基
準
を
超
え

る
数
値
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
関
係
す

る
書
類
は
、
使
用
期
間
の
15
年
は
も

と
よ
り
そ
の
後
も
計
測
を
継
続
し
結

果
を
保
存
し
ま
す
。

　

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
を
含
む
焼
却
灰
は
、
県

の
指
導
で
埋
め
立
て
で
き
な
い
た
め

仮
置
き
し
ま
し
た
が
、
昨
年
11
月
28

質
問
１ 

奨
学
金
や
修
学
資
金
は
無

利
子
で
利
用
で
き
ま
す
。
申
込
時
に

必
要
な
連
帯
保
証
人
は
市
内
在
住
と

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
外
在
住

者
へ
も
拡
大
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

質
問
１ 

霧
谷
の
ご
み
処
分
場
は
長

年
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
地

元
と
合
意
し
た
期
間
の
満
期
が
近
づ

い
て
い
ま
す
。
安
定
型
処
分
場
は
今

後
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の
か
。 　

修
学
資
金
は
、
看
護
師
や
理
学
療

法
士
等
が
対
象
で
す
が
、
福
祉
や
介

護
の
現
場
で
不
足
し
て
い
る
職
種
も

す
べ
て
対
象
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
い
か
が
か
。

答
弁
１ 

連
帯
保
証
人
を
市
内
在
住

者
に
限
っ
て
い
る
理
由
は
、
経
済
事

情
を
把
握
し
や
す
い
こ
と
や
返
済
を

求
め
る
場
合
に
請
求
が
容
易
で
あ
る

こ
と
、
法
的
手
段
を
取
る
場
合
に
遠

隔
地
は
現
実
的
に
難
し
い
こ
と
な
ど

そ
の
管
理
に
関
す
る
書
類
は
何
年
保

存
す
る
の
か
。

　
昨
年
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
含
ん

だ
焼
却
灰
の
仮
置
き
に
対
し
、
室
島

集
落
か
ら
﹁
契
約
外
危
険
物
撤
去
申

請
書
﹂
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
に
信
頼
回
復
に
努
め
た
の
か
。

　
処
分
場
の
建
設
場
所
に
つ
い
て
川

西
町
、
松
代
町
、
十
日
町
市
の
３
者

で
話
し
合
い
が
持
た
れ
て
い
る
が
、

川
西
の
次
は
松
代
、
そ
の
次
は
十
日

宮 沢 幸 子 議員仲 嶋 英 雄 議員

答
弁
２ 

市
町
村
へ
の
説
明
会
が
10

月
以
降
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的

な
取
組
み
は
そ
の
後
の
検
討
と
な
り

ま
す
。
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
は
、

同
意
者
分
は
自
主
防
災
組
織
等
に
備

え
て
い
ま
す
。
未
同
意
者
分
は
、
緊

急
か
つ
や
む
を
得
な
い
と
き
に
自
主

防
災
組
織
等
に
提
供
し
、
災
害
対
応

後
は
回
収
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
万
全
の

注
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す
。
障
が
い

者
へ
の
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て

は
、
防
災
意
識
の
啓
発
や
き
め
細
か

い
情
報
提
供
が
可
能
と
な
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
避
難
所
以
外
に

滞
在
す
る
被
災
者
へ
の
対
応
は
、
最

日
を
も
っ
て
県
外
に
搬
出
し
ま
し
た
。

放
射
能
の
測
定
は
５
月
か
ら
11
月
ま

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
焼
却
灰
は
厚

手
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
そ
れ
を

１
ト
ン
パ
ッ
ク
で
包
ん
で
置
い
た
わ

け
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
か
ら
シ

ー
ト
を
か
け
る
等
の
配
慮
が
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
申
し
訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

処
分
場
の
用
地
確
保
に
関
す
る
３

市
町
の
協
議
は
、
平
成
11
年
に
当
時

の
霧
谷
処
分
場
を
管
理
型
処
分
場
と

し
て
引
き
続
き
使
用
す
る
と
と
も

に
、
次
の
建
設
場
所
は
松
代
町
で
あ

る
旨
が
覚
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
用
地
確
保
に
つ
い
て
は
、
霧
谷

9/1に行われた総合防災訓練霧谷の一般廃棄物処分場

低
限
の
生
活
環
境
を
満
た
し
て
い

る
か
の
検
証
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

避
難
所
の
指
定
、
役
割
等
も
見
直
し

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
期
限
も
あ
る
こ
と
か
ら
地
権
者
同

意
、
近
隣
地
域
へ
の
説
明
会
等
早
急

な
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
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一般質問

中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
申
し
込
み
と

　

高
卒
者
の
市
役
所
採
用
に
つ
い
て

答
弁
２ 

克
雪
す
ま
い
づ
く
り
支
援

事
業
の
充
実
や
、
ま
ち
な
か
居
住
共

同
住
宅
供
給
事
業
、
ま
ち
な
か
住
み

替
え
促
進
事
業
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

克
雪
す
ま
い
づ
く
り
は
区
域
内
の
補

助
の
上
限
を
22
万
円
か
さ
上
げ
し
、

ま
ち
な
か
居
住
共
同
住
宅
供
給
事
業

は
、
民
間
事
業
者
等
に
支
援
措
置
を

設
け
供
給
を
促
進
し
ま
す
。
ま
ち
な

か
住
み
替
え
促
進
事
業
は
、
移
り
住

む
際
に
不
要
と
な
る
資
産
整
理
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

質
問
３ 

目
標
居
住
数
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
募
集
内
容
や
メ
リ
ッ
ト

等
を
早
く
周
知
す
べ
き
と
思
い
ま
す

が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

と
、
い
ず
れ
も
枠
を
超
え
ま
し
た
が

キ
ャ
ン
セ
ル
を
除
き
全
員
が
受
診
で

き
る
予
定
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
人
間
ド
ッ
ク
の
応
募
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
枠

の
確
保
に
努
め
、
募
集
の
人
数
枠
を

撤
廃
す
る
か
ど
う
か
、
実
施
機
関
と

調
整
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
２ 

平
成
❷❻
年
度
採
用
の
市
職

員
募
集
要
項
に
高
卒
者
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
。
奨
学
金
制
度
が
あ
っ
て

も
家
庭
の
事
情
で
進
学
を
諦
め
ざ
る

を
得
な
い
人
も
い
ま
す
が
、
な
ぜ
高

卒
者
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

答
弁
２ 

高
卒
者
の
採
用
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
前
向
き
に
捉
え
て
い

質
問
１ 

こ
の
活
性
化
計
画
の
基
本

理
念
に
掲
げ
た﹁
新
た
な
に
ぎ
わ
い
﹂

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
１ 

低
成
長
、
人
口
減
少
時
代

に
突
入
し
た
今
、
本
市
の
強
み
で
あ

質
問
１ 

当
市
で
は
、
国
保
加
入
者

の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
申
込
に
人
数

制
限
を
設
け
て
あ
り
、
国
保
加
入
者

で
１
、３
０
０
人
、
後
期
高
齢
者
保

険
で
１
５
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

る
市
民
の
つ
な
が
り
力
や
市
民
活
動

を
生
か
し
た
活
性
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
中
心
市
街
地
に
は
ア
ー
ケ
ー

ド
や
流
雪
溝
な
ど
、
冬
で
も
安
全
で

快
適
に
移
動
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
生
か
し
都
市
施
設
を

さ
ら
に
集
約
し
安
心
・
快
適
・
と
き

め
き
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

質
問
２ 
ま
ち
な
か
居
住
の
促
進
が

重
要
と
考
え
ま
す
が
、
具
体
的
な
促

進
策
に
つ
い
て
伺
う
。

制
限
を
設
け
た
理
由
は
何
か
、
ま
た
、

撤
廃
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答
弁
１ 

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
は
４

月
か
ら
始
ま
る
た
め
、
委
託
先
と
の

事
前
調
整
に
よ
る
受
け
入
れ
枠
の
人

数
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
、

期
限
内
の
応
募
者
全
員
に
つ
い
て
実

施
機
関
と
再
調
整
し
、
受
診
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度

の
応
募
数
は
、
国
保
が
１
、５
６
９

人
、
後
期
高
齢
者
保
険
が
１
９
７
人

羽 鳥 輝 子 議員 太 田 祐 子 議員

答
弁
３ 

調
査
に
よ
る
と
、
中
心
市

街
地
や
雪
を
構
わ
な
く
て
よ
い
場
所

に
住
み
た
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
計
画
の
具
体
化
に
合
わ
せ
、
情

報
提
供
と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

質
問
４ 

﹁
に
ぎ
わ
い
の
創
出
﹂﹁
市

民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
活
性

化
﹂
に
つ
い
て
、
市
長
が
特
に
力
を

尽
く
し
た
い
事
業
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
４ 

市
民
文
化
ホ
ー
ル
・
中
央

公
民
館
、
本
町
３
に
予
定
す
る
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
・
ま
ち
な
か
公
民
館
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
旧
田
倉
、
旧
娯

楽
会
館
跡
地
の
活
用
事
業
等
で
す
。

市
民
文
化
ホ
ー
ル
・
公
民
館
は
27
年

ま
す
。
高
卒
で
就
職
す
る
方
の
中
に

も
、
有
為
な
人
材
が
相
当
お
ら
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
27
年
度
に
職

員
数
を
５
０
０
人
と
す
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
採
用

を
抑
制
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
の
間
の
採
用
を
若
干
名
に
と
ど
め

ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
、
事
務
支
援
員

か
ら
の
受
験
も
促
し
て
お
り
、
高
卒

者
を
対
象
と
し
た
初
級
の
採
用
枠
の

確
保
は
、
現
時
点
で
は
困
難
と
考
え

て
い
ま
す
。
職
員
数
５
０
０
人
を
達

成
し
、
抑
制
の
必
要
が
な
く
な
っ
た

際
は
再
開
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
後
は
む
し
ろ
積
極
的
な
採
用
に

切
り
替
わ
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

サービス付き高齢者住宅

約80人の居住人口の増加

サービス付き高齢者住宅
サービス付き高齢者住宅

駐車場

ファミリー向け都市型住宅
子育て支援施設老人デイサービス施設

5F

4F

3F

2F

1F

B1

旧田倉跡地に建設予定の住居施設
（イメージ図）川西地区で行われた住民健診

度
か
ら
約
２
年
の
工
期
で
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
・
ま
ち
な
か
公
民
館
は

28
年
度
、
跡
地
利
用
事
業
は
27
年
度

の
完
成
・
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

い
ま
す
。
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一般質問

市
道
除
雪
に
つ
い
て

後
期
基
本
計
画
・
実
施
計
画
に
つ
い
て

ご
み
収
集
の
現
状
と
ア
ー
ト
シ
テ
ィ

　
　
　

構
想
・
芸
術
文
化
に
つ
い
て

げ
や
雪
出
し
場
の
確
保
・
管
理
等
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
消
雪
パ
イ

プ
は
、
川
西
、
中
里
地
域
も
地
元
管

理
組
織
の
立
ち
上
げ
と
保
守
点
検
作

業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
②
生
活
道
路
協
働
除
雪

路
線
の
契
約
は
市
と
町
内
と
業
者
の

三
者
契
約
と
な
り
、
単
価
は
全
て
統

一
し
ま
す
。
個
人
か
ら
除
雪
し
て
も

ら
う
路
線
は
、
会
社
経
費
を
除
い
た

単
価
を
設
定
す
る
考
え
で
す
。
③
個

人
に
起
因
す
る
雪
処
理
を
除
雪
路
線

に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
町
内
の
一

斉
除
雪
作
業
に
は
排
雪
経
費
の
６
割

を
補
助
し
ま
す
。
認
定
外
道
路
は
、

要
件
を
緩
和
し
、
平
場
と
中
間
地
の

万
５
６
１
ト
ン
は
こ
の
時
点
で
ほ
ぼ

達
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
②

資
源
ご
み
は
、
同
じ
年
度
で
比
較
す

る
と
３
、２
１
４
ト
ン
が
３
、４
０
１

ト
ン
と
増
加
し
、
資
源
と
し
て
有
効

活
用
す
る
と
と
も
に
、
ト
ン
当
た
り

処
理
委
託
料
も
７
、７
０
０
円
か
ら

５
、６
０
０
円
へ
と
減
少
し
て
い
ま

す
。
③
市
の
ご
み
焼
却
施
設
の
大
規

模
改
修
が
27
年
度
に
終
わ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
後
、
中
里
、
松
之
山
地
域

分
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

質
問
２ 

ア
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
対

す
る
市
長
の
考
え
方
に
つ
い
て

答
弁
２ 

昨
年
、
市
文
化
協
会
連
合

会
が
提
唱
し
た
も
の
で
、
芸
術
文
化

質
問
１ 

❷❺
年
度
か
ら
地
元
に
金
銭

的
負
担
を
求
め
な
い
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
①
❷❹
年
度
の
試
行
で
市

委
託
路
線
、
生
活
道
路
協
働
除
雪
路

線
、
消
雪
パ
イ
プ
の
地
元
管
理
の
実

質
問
１ 

一
般
廃
棄
物（
ご
み
）の
処

理
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
①
ご
み
収

集
状
況
と
減
量
化
の
見
通
し
と
対
策

に
つ
い
て
②
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
状
況
と
資
源
化
に
係
る
市
民
負
担

施
状
況
と
地
域
や
各
支
所
の
対
応
は
。

②
業
者
と
の
契
約
は
単
価
を
含
め
ど

う
な
る
の
か
。
③
個
人
に
起
因
す
る

雪
処
理
と
認
定
外
道
路
の
支
援
は
。

答
弁
１ 

①
十
日
町
地
域
は
町
内
委

託
除
雪
を
廃
止
し
、
生
活
道
路
協
働

除
雪
を
設
け
金
銭
的
な
地
元
負
担
を

求
め
ず
、
町
内
組
織
等
は
残
し
て
い

た
だ
く
考
え
で
す
。
支
所
地
域
は
市

委
託
除
雪
を
一
部
生
活
道
路
協
働
除

雪
に
変
更
し
、
町
内
組
織
の
立
ち
上

と
処
理
経
費
に
つ
い
て
③
❷❽
年
度
以

降
に
計
画
さ
れ
て
い
る
中
里
、松
之
山

地
域
の
ご
み
の
市
内
処
理
に
つ
い
て

答
弁
１ 

①
松
代
地
域
が
加
わ
っ
た

14
年
度
が
１
万
８
、５
４
８
ト
ン
、

24
年
度
は
１
万
７
、７
２
１
ト
ン
と

８
２
７
ト
ン
減
り
ま
し
た
。
一
般
廃

棄
物
ご
み
処
理
基
本
計
画
は
、
中
里
、

松
之
山
地
域
を
含
め
た
目
標
収
集
量

が
27
年
度
２
万
２
４
９
ト
ン
で
、
24

年
度
実
績
に
両
地
域
分
を
加
え
た
２

補
助
率
を
１
割
増
や
し
ま
す
。

質
問
２ 

①
地
域
振
興
基
金
は
新
市

建
設
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事
業

に
充
て
ら
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
る
か
。
②
各
地
域
の
振

興
計
画
は
、
実
施
計
画
に
入
ら
な
い

と
実
現
し
な
い
が
、
そ
の
対
応
は
。

答
弁
２ 

①
19
～
24
年
度
に
合
併
特

例
債
で
30
億
円
の
基
金
を
積
み
立
て
、

そ
の
運
用
益
の
約
６
、３
６
９
万
円

を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
等
の
事

業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
主
な
も
の

は
約
１
、１
０
９
万
円
を
市
民
が
自

主
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
活
動

助
成
事
業
に
、
地
域
自
治
組
織
へ
の

交
付
金
で
４
、８
５
０
万
円
余
り
を

を
ま
ち
づ
く
り
に
さ
ら
に
活
用
す
る

と
い
う
意
欲
あ
ふ
れ
る
も
の
で
す
。

同
連
合
会
等
で
実
行
委
員
会
を
つ
く

り
事
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
は
必

要
に
応
じ
て
支
援
を
行
う
考
え
で
す
。

質
問
３ 

第
❷⓪
回
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
と
そ
の
後
の
取
組
み
は
。

答
弁
３ 

20
回
の
来
年
は
、
３
体
の

作
品
と
記
念
事
業
を
検
討
す
る
考
え

で
す
。
そ
れ
以
降
は
、
作
品
の
活
用

等
に
主
軸
を
移
す
べ
き
と
の
意
見
も

あ
り
、
実
行
委
員
会
の
意
見
を
聞
い

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
４ 

市
民
文
化
ホ
ー
ル
・
中
央

公
民
館
と
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・

ま
ち
な
か
公
民
館
の
根
拠
法
令
は
。

厳しい寒さの中での除雪作業第19回の石彫作品で遊ぶこども

充
当
し
て
い
ま
す
。
②
地
域
振
興
施

策
の
具
体
化
は
、
議
論
に
よ
る
熟
度

の
高
ま
り
や
優
先
度
等
を
総
合
的
に

検
討
し
、
実
施
計
画
に
登
載
し
予
算

化
し
て
い
ま
す
。

答
弁
４ 

（
仮
称
）
市
民
文
化
ホ
ー

ル
・
中
央
公
民
館
は
社
会
教
育
施
設
、

ま
ち
な
か
公
民
館
は
社
会
教
育
法
の

公
民
館
の
位
置
付
け
で
す
。

藤 巻 　 誠 議員 村 山 邦 一 議員
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一般質問

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
と

�
雇
用
確
保
、労
働
賃
金
の
引
き
上
げ

﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
の

�

積
極
的
推
進
体
制
の
構
築
を
求
む

え
て
事
業
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
総

額
50
億
円
の
内
訳
は
、
国
交
省
の

交
付
金
が
約
21
億
、
地
方
債
が
約

19
億
、
産
業
創
造
基
金
繰
出
金
が
約

２
億
、一
般
財
源
が
約
１
億
、
民
間

事
業
者
の
自
己
資
金
が
７
億
円
程
度

と
想
定
し
て
い
ま
す
。
②
ま
ち
な
か

公
民
館
は
、
社
会
教
育
法
に
基
づ
く

公
民
館
と
す
る
考
え
で
す
。

質
問
２ 

①
安
倍
政
権
は
、
消
費
税

の
増
税
を
進
め
る
構
え
で
す
が
、
世

論
調
査
で
は
景
気
回
復
の
実
感
が
な

く
労
働
者
賃
金
は
❶❸
か
月
連
続
で
前

年
同
月
比
を
下
回
り
、
非
正
規
雇
用

は
１
０
６
万
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

市
の
景
気
動
向
を
ど
う
見
る
か
。
非

心
と
な
る
経
営
体
へ
再
度
意
向
調
査

等
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
更
新
プ
ラ
ン
を
２
月
に
決
定
し
ま

し
た
。
現
在
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら

れ
た
経
営
体
は
１
３
４
で
、
目
標
年

に
お
け
る
農
地
集
積
計
画
は
貸
し
手

85
名
、
面
積
58
・
４
ʰⓐ
で
す
。
②
担

い
手
農
家
の
多
く
が
兼
業
で
、
高
齢

化
も
あ
り
、
プ
ラ
ン
掲
載
に
手
を
挙

げ
る
方
が
少
な
い
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
③
今
年
度
は
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
５
名
の
地
域
連
携
推
進
員

を
設
置
し
、
集
落
で
の
話
し
合
い
を

支
援
し
集
落
等
に
適
し
た
内
容
と
な

る
よ
う
プ
ラ
ン
策
定
を
進
め
る
考
え

で
す
。
④
農
業
は
市
の
基
幹
産
業
の

質
問
１ 

①
投
資
総
額
❺⓪
億
円
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
旧
娯
楽
会
館
、

旧
田
倉
ビ
ル
、
ま
ち
な
か
公
民
館
な

ど
の
事
業
費
と
財
源
は
ど
う
か
。
②

公
民
館
は
、
文
化
ホ
ー
ル
内
に
統
一

質
問
１ 

当
市
の
農
業
は
高
齢
化
に

よ
る
後
継
者
不
足
と
条
件
不
利
地
が

多
く
、
国
の
成
長
戦
略
に
は
乗
り
に

く
い
。
持
続
可
能
な
農
業
の
構
築
に

は
﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
の
積
極
的

し
て
建
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
１ 

①
市
が
行
う
の
は
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
・
ま
ち
な
か
公
民
館

で
、
事
業
費
の
50
％
が
国
交
省
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
で
す
。
民

間
は
、
旧
田
倉
跡
地
の
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
や
老
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
施
設
等
と
旧
娯
楽
会
館
跡
地

の（
仮
称
）産
業
文
化
発
信
館
整
備
で

す
。
い
ず
れ
も
対
象
経
費
の
３
分
の

１
の
交
付
金
と
、
同
額
の
市
費
を
加

な
推
進
が
必
要
と
考
え
る
が
①
当
市

の
プ
ラ
ン
策
定
の
進
捗
状
況
②
策
定

時
の
課
題
③
今
後
の
推
進
体
制
④
今

後
の
農
業
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
伺

う
。
⑤
﹁
現
状
の
手
上
げ
方
式
﹂
で

な
く
、
周
辺
全
集
落
で
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

答
弁
１ 

①
昨
年
初
期
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、
６
つ
の
モ
デ
ル
集
落
を
選
ん

で
独
自
の
プ
ラ
ン
に
向
け
た
話
し
合

い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
中

時
職
員
賃
金
は
、
従
前
の
額
を
維
持

し
、
職
種
に
よ
り
少
し
ず
つ
上
げ
て

お
り
、
働
き
方
に
応
じ
て
し
っ
か
り

と
確
保
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

正
規
雇
用
の
実
態
、
経
年
的
把
握
は

ど
う
か
。
②
市
の
臨
時
職
員
賃
金
の

引
き
上
げ
は
ど
う
か
。

答
弁
２ 

①
商
工
会
議
所
の
企
業
景

況
調
査
で
、
４
～
６
月
の
売
り
上
げ

が
前
期
よ
り
悪
化
し
た
と
の
回
答
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
７
～
９

月
の
見
通
し
で
は
建
設
業
、
製
造
業

な
ど
が
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
全
体
に

占
め
る
非
正
規
雇
用
の
割
合
は
、
21

年
度
が
26
％
、
24
年
度
が
26
・
３
％

と
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
製
造
業

の
出
荷
額
は
22
年
度
の
４
０
１
億
４

０
０
万
円
に
対
し
23
年
度
は
４
４
２

億
４
、９
０
０
万
円
で
す
。
②
市
臨

１
つ
で
あ
り
、
農
業
体
験
や
観
光
、

環
境
保
全
な
ど
の
多
面
的
機
能
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
な
ど
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
⑤

モ
デ
ル
集
落
の
中
で
も
プ
ラ
ン
登
載

ま
で
話
が
煮
詰
ま
ら
な
か
っ
た
と
こ

ろ
に
は
引
き
続
き
対
応
し
、
ま
た
、

地
域
連
携
推
進
員
５
名
の
選
任
に
よ

り
積
極
的
に
集
落
に
入
り
、
掘
り
起

こ
し
を
進
め
る
考
え
で
す
。

質
問
２ 

当
市
の
卸
・
小
売
業
界
の

景
況
は
厳
し
い
ま
ま
で
す
。
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
へ
の
再
取
組

み
の
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
２ 
急
激
に
景
気
が
落
ち
込
ん

だ
際
の
緊
急
対
策
の
側
面
が
強
い
も

人・農地プランの集落プラン策定準備会議

有効求人倍率の推移
項目＼月 H24.8 9 10 11 12 H25.1

求 人 数 656人 621人 597人 517人 515人 527人

求 職 数 745人 760人 781人 726人 671人 745人

求人倍率 0.88 0.82 0.76 0.71 0.77 0.71

県 倍 率 0.71 0.73 0.73 0.73 0.73 0.73

項目＼月 H25.2 3 4 5 6 7

求 人 数 567人 623人 637人 666人 651人 691人

求 職 数 746人 843人 894人 872人 799人 749人

求人倍率 0.76 0.74 0.71 0.76 0.81 0.92

県 倍 率 0.74 0.71 0.67 0.66 0.72 0.79

（出典：十日町公共職業安定所）

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
７
月
、
９
月

の
見
通
し
で
は
上
昇
に
転
ず
る
業
種

も
出
て
き
て
お
り
、
発
行
を
要
す
る

状
態
に
は
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

小野嶋哲雄 議員 安 保 寿 隆 議員
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一般質問

十
日
町
流
の
活
性
化
策
に
つ
い
て

本
来
の
信
濃
川
の
姿
に

ど
の
よ
う
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
の
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
２ 

飯
山
線
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

高
速
化
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
２ 

新
潟
経
済
同
友
会
十
日
町

懇
談
会
の
提
案
は
、
ハ
ー
ド
面
は
全

線
の
電
化
や
軌
道
の
全
面
改
修
、
ソ

フ
ト
面
は
広
域
観
光
の
推
進
等
が
必

要
と
い
う
内
容
で
、
全
県
レ
ベ
ル
で

の
経
済
界
か
ら
の
応
援
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
飯
山
線
の
活
性
化
で
は
、

奥
信
越
ロ
マ
ン
レ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
今
年
度
立
ち
上
げ
、
広
域
的
な

観
光
プ
ラ
ン
の
構
築
な
ど
の
取
組
み

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
経

済
界
か
ら
も
ご
支
援
い
た
だ
き
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

使
用
や
水
利
権
行
使
に
当
た
っ
て
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
流
量
で
す
。

河
川
法
改
正
で
環
境
条
項
が
追
加
さ

れ
、
河
川
の
利
用
と
環
境
保
全
の
秩

序
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
長
は

基
準
渇
水
流
量
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁
２ 
過
去
の
渇
水
時
の
流
況
を

見
て
決
ま
っ
て
く
る
も
の
で
、
最
低

基
準
と
す
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

我
々
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ
と
は
、

川
を
守
る
に
は
ど
の
く
ら
い
の
水
が

流
れ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、

要
は
維
持
流
量
を
ど
の
程
度
に
す
る

か
と
い
う
議
論
を
し
て
い
く
の
が
現

実
的
と
思
い
ま
す
。

質
問
１ 

高
速
交
通
体
系
の
構
築
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁
１ 

上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速

道
路
八
箇
︱
十
日
町
間
に
つ
い
て
は
、

調
査
区
間
指
定
後
、
基
礎
調
査
が
進

質
問
１ 

全
国
注
視
の
下
で
行
わ
れ

て
い
る
流
量
変
動
型
の
試
験
放
流
は
、

た
っ
た
の
８
か
月
間
で
し
か
な
い
が
、

こ
の
や
り
方
で
川
を
よ
み
が
え
ら
せ

る
方
向
を
見
い
だ
せ
る
の
か
伺
う
。

め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
ル
ー

ト
案
は
示
さ
れ
ず
見
通
し
が
立
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
整
備
区
間
へ
の

指
定
と
直
轄
事
業
と
し
て
の
整
備
等

を
国
、
県
な
ど
に
訴
え
て
き
ま
し
た

が
、
知
事
は
じ
め
県
の
皆
さ
ん
が
一

致
し
て
権
限
代
行
で
お
願
い
し
た
い

と
の
気
持
ち
を
固
め
、
市
と
一
緒
に

国
に
お
願
い
し
て
い
た
だ
く
大
事
な

と
こ
ろ
に
来
て
い
ま
す
の
で
、
沿
線

の
他
の
市
、
町
と
と
も
に
県
に
要
望

答
弁
１ 

変
動
流
量
型
と
い
う
の

は
、
自
然
流
況
に
沿
っ
た
流
し
方
で

合
理
的
な
面
も
あ
り
、
し
っ
か
り
検

証
す
る
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
試
験
放
流
の
５
年
と
い
う
期
間

は
、
少
し
短
い
の
で
は
な
い
か
と
の

声
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
４
年
目

と
い
う
非
常
に
大
事
な
年
に
し
っ
か

り
と
検
証
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
２ 

基
準
渇
水
流
量
は
、
水
利

ら
広
く
体
感
し
て
い
た
だ
く
中
で
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
３ 

交
流
人
口
の
増
加
策
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
３ 

目
標
３
０
０
万
人
に
対
し

24
年
度
は
対
前
年
比
24
％
増
の
２
８

９
万
人
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
主
な

要
因
は
第
５
回
大
地
の
芸
術
祭
で
す

が
、
今
後
は
既
存
イ
ベ
ン
ト
の
磨
き

上
げ
や
新
規
の
創
出
で
さ
ら
な
る
人

の
流
れ
を
創
出
し
、「
大
地
の
芸
術

祭
の
里
」
を
根
付
か
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
４ 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

答
弁
４ 

現
在
12
地
区
で
16
名
が
高

齢
者
世
帯
の
生
活
支
援
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
過
去

質
問
３ 

水
利
用
と
河
川
環
境
の
保

全
に
向
け
た
共
生
は
、
取
水
量
や
放

流
量
、
発
電
量
を
公
開
し
て
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
が
、
共
生
へ
の
道
を

確
か
な
も
の
に
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
弁
３ 

理
論
的
な
部
分
を
き
ち
ん

と
議
論
す
る
た
め
に
も
数
値
的
な
情

報
を
得
る
努
力
を
我
々
も
し
、
ま
た

Ｊ
Ｒ
か
ら
も
き
ち
ん
と
出
し
て
い
た

だ
き
、
協
力
い
た
だ
く
中
で
議
論
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
視
覚
的
な
部
分
や

楽
し
む
部
分
を
含
め
、
数
字
で
は
表

せ
ま
せ
ん
が
大
事
な
部
分
で
す
の
で
、

そ
う
し
た
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ま
か

八箇峠トンネル（十日町側）

15
名
の
退
任
者
の
う
ち
９
名
が
、
隊

員
時
の
活
動
を
継
続
す
る
な
ど
し
な

が
ら
定
住
の
基
盤
を
固
め
て
い
ま
す
。

退
任
後
の
自
立
に
向
け
て
は
柔
軟
な

支
援
に
努
め
ま
す
。

姿観測所における信濃川の日平均流量（平成23年）

飯 塚 茂 夫 議員鈴 木 和 雄 議員
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一般質問

十
日
町
病
院
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
、

�
防
災
ラ
ジ
オ
の
活
用
に
つ
い
て

実
の
た
め
、
総
合
体
育
館
の
使
用
料
、

ゴ
ル
フ
場
利
用
料
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
利
用
料
等
の
助
成
も
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
２ 

ど
う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
事

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
喜

ん
で
お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
、
賞

品
や
サ
ー
ビ
ス
面
を
工
夫
し
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
議
員
が
提
案
さ
れ

た
観
点
も
、
来
年
度
に
向
け
て
十
分

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
３ 

全
戸
配
布
し
た
防
災
ラ
ジ

オ
の
活
用
に
つ
い
て
、
近
年
災
害
が

多
く
、
な
か
な
か
第
一
報
す
ら
聞
え

質
問
１ 

７
年
も
か
か
る
工
事
に
伴

い
十
日
町
病
院
の
周
辺
環
境
、
交
通

（
駐
車
場
）
と
救
急
外
来
が
心
配
な

と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

答
弁
１ 

県
と
と
も
に
病
院
の
利
用

者
や
市
民
へ
の
周
知
を
行
い
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
市
と
し
て
も
工
事
期
間
中
の
駐

車
場
の
確
保
と
ア
ク
セ
ス
確
保
を
喫

緊
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
最
大
限
の

努
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
２ 
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
事
業
充

視
野
に
入
れ
、
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
２
次
的
行
政
対
応

情
報
の
発
信
と
し
て
も
有
効
に
機
能

で
き
て
い
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁
３ 

土
砂
災
害
や
洪
水
に
関
す

る
緊
急
放
送
は
、
市
が
手
動
で
起
動

さ
せ
て
放
送
し
、
そ
の
後
の
医
療
や

交
通
、
給
水
な
ど
の
生
活
関
連
情
報

の
提
供
は
、
エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち

と
の
「
災
害
時
緊
急
情
報
放
送
に
関

す
る
協
定
」
に
基
づ
い
て
、
緊
急
情

報
放
送
を
要
請
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
告
知
受
信
機
の
有

効
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
、ケ
ー
ス
・

バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
の
柔
軟
な
対
応
も

議 

会 

誌 

日 

7月

9月

【
７
月
】

10
日
・
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
管
内

視
察

23
日
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会
管
内

視
察

25
日
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
管
内

視
察

26
日
・
全
員
協
議
会

　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

29
日
・
信
濃
川
・
清
津
川
対
策
特
別

委
員
会

【
８
月
】

９
日
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会

聴
傍

　

今
回
初
め
て
議
場
に
入
り
ま
し
た

が
、
議
場
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も

明
る
く
清
潔
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
の
方
々
は
、
緊
張
感
漂
う
中

淡
々
と
質
問
し
、
ま
た
受
け
答
え
す

る
市
長
、
職
員
の
方
々
は
誠
実
さ
を

も
っ
て
対
応
し
て
い
る
な
と
、
意
味

も
な
く
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
一
般
質
問
に
立
つ
議
員
も

い
て
、
こ
ち
ら
に
も
緊
張
感
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
ど
ん

▼
市
民
の
声
（
中
条 

40
代 

男
性
）

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　
次
の
、
12
月
定
例
会
は
12
月
上
旬

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
議

会
事
務
局
へ
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

ど
ん
そ
の
若
さ
で
市
政
を
よ
り
よ
い

も
の
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

見
て
い
る
と
、
議
員
も
職
員
も
、

そ
し
て
当
然
市
長
も
分
厚
い
資
料
に

目
を
通
し
な
が
ら
の
議
会
で
、
そ
の

準
備
や
予
習
に
は
膨
大
な
時
間
が
か

け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
頭
が

下
が
り
ま
す
。

　

機
会
を
つ
く
っ
て
ま
た
傍
聴
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

９
日
・
厚
生
環
境
常
任
委
員
会

12
日
・
全
員
協
議
会

19
日
・
中
越
地
区
市
議
会
合
同
議
員

研
修
会
（
三
条
市
）

29
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

・
新
潟
県
市
議
会
議
長
会
秋
季

定
期
総
会
（
南
魚
沼
市
）

【
９
月
】

５
日
〜
19
日

　
　

・
平
成
25
年
第
３
回
定
例
会

５
日
・
本
会
議
（
諸
般
の
報
告
・
議

案
審
議
）

６
日
・
本
会
議（
24
年
度
決
算
質
疑
）

　
　

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
正
副

主
査
会
議

９
日
〜
11
日

　
　

・
本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
日
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

・
決
算
審
査
第
１
分
科
会

13
日
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

・
決
算
審
査
第
２
分
科
会

　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

17
日
・
厚
生
環
境
常
任
委
員
会

　
　

・
決
算
審
査
第
３
分
科
会

18
日
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

正
副
主
査
会
議

19
日
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

分
科
会
主
査
報
告

　
　

・
本
会
議
（
常
任
委
員
長
・
決

算
審
査
特
別
委
員
長
報
告
、

追
加
議
案
審
議
）

　
　

・
全
員
協
議
会

議
会
初
傍
聴
の
感
想

福 崎 哲 也 議員
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任
委
員
会

任
委
員
会

常常
審
査
結
果TOKAMACHI

　

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
審
査
し
た
議
案
と
、
そ

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

務
文
教
常
任
委
員
会

業
建
設
常
任
委
員
会

生
環
境
常
任
委
員
会

総

産厚

　平成24年度決算審査特別委員会に付託された一般会
計、各特別会計及び水道事業会計の９件につきましては、
９月６日に特別委員会を設置し、さらに３つの分科会ご
とに詳細に審査をしました。
　結果は、９件とも決算認定であり、審査の過程で出さ
れたポイントとなる意見、要望について申し上げます。

◆一般会計歳入
　電源立地地域対策交付金について、自家発電施設では
ありますが、ＪＲ東日本宮中取水ダムも対象となるよう、
法改正を国に対し強く働き掛けていただきたい。

◆一般会計歳出
　３款民生費　社会福祉協議会の事業には旧市町村独自
のサービス事業も多く残っていますが、全市統一された
サービスが提供でき、わかりやすい事業に改善するよう
所管課の強い指導と十分な予算の確保を求めます。
　４款衛生費　悪臭の測定については、現状年は１回で
すが、周辺住民への周知も含め複数回の測定を要望しま
す。堆肥センター建設の用地選定に際しても、臭気が問
題となっており、これへの取り組みが住民同意にも貢献
するものと考えます。
　７款商工費　中心市街地活性化推進事業が本格実施さ
れますが、中心市街地の活性化に市民の力を生かしてい
くためには、市民の声が重要なカギとなることから、市
民の視点に立ち、市民が一丸となった事業展開が可能と
なるような取組みを望みます。
　８款土木費　少子高齢化が進む中、特に雪国の冬の生
活は過酷さを増しており、市道の修繕対応を迅速にお願
いするとともに、拡幅工事や消雪パイプの敷設事業を進
め、冬場でも躊躇なく外出できる生活環境づくりのため、
一層のご尽力をお願いします。
　10款教育費　東京オリンピック誘致のために行われ
たスピーチは感動を呼び、スポーツの持つ力、素晴らし
さを多くの人に伝えました。当市もジュニア世代の育成
にさらに力を注ぐべきと考えますが、全国大会出場時の
スポーツ派遣費補助金は小中学生で１人１万円程度で
す。頑張って好成績を上げれば上げるほど、保護者や地
域の援助に頼らざるを得ない現状がありますので、補助
金の増額について前向きに検討していただきたい。
　次に、中央公民館機能は、新設される仮称市民文化ホ
ールと全て一体的に設置することが望ましい。社会教育
施設としての公民館の位置づけを重視していただきた
い。

平成24年度 決算審査報告 決算審査特別委員長　遠 田 延 雄

◆特別会計
　国民健康保険　歳入の国保税・国保料における不納欠
損額が約730万円と多額に上りますが、加入者の義務と
して公平に納付いただき、公平に保険サービスを享受い
ただくためにも不納欠損額の抑制に尽力いただきたい。
　また、収入未済額が１億1,538万円を超えますが、負
担能力等の個別事情にも配慮した徴収を行うとともに、
延滞金の金利引き下げを求める意見もありました。
　介護保険　今後のさらなる高齢化に伴い、軽度認定者
の増加が予測されます。国の社会保障制度の改正により、
要支援者の自治体事業への移行も予測されますが、サー
ビスの低下がないよう要望します。
　また、次期介護保険計画の策定に当たっては、施設整
備に関し、要介護者及び家族の意見等も取り入れるよう
配慮願いたい。

　以上、ご報告申し上げ、今回の決算書の資料として作
成された成果報告書のデータを積極的に活用するととも
に、市民ニーズを的確にとらえ、来る新年度の予算編成
に生かされることを期待いたします。

本会議での決算審査特別委員長報告

◆
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
制
定

◆
十
日
町
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
改
正

　
　

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

◇
新
聞
の
軽
減
税
率
に
関
す
る
請
願 

　
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◇
消
費
税
増
税
を
中
止
す
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

　
　

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◆
市
道
の
廃
止

◆
市
道
の
認
定

◆
字
の
変
更

　
　

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

◆
十
日
町
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
制
定

◆
十
日
町
市
国
民
健
康
保
険
診
療
所

条
例
の
一
部
改
正

　
　

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
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平成24年度決算に対する討論
　採決に先立ち、決算認定に反対・賛成の立場から討論が行われました。その要旨を掲載します。

反対討論 村 山 邦 一 議員

　自公政権と安倍首相は、大量の国債による大型公共事業優先の自民党型政治の復活を図り、また、わずか３か月の
経済指標をもとに消費増税を強行しようとしています。
　震災復興への支援を強め、原発の事故処理と原発被災者の支援に全力を挙げること、消費増税をやめ国民の暮らし
を守ること、我が市議団はその実現のために全力を挙げることを表明いたします。
　24年度決算は、一般会計は投資的経費が20.3％増となっていることに比べ、民生費は4.2％の減となっています。
実質収支で15億4,919万円の黒字、前年度の繰り越し分を差し引いた実質収支は５億円もの黒字となっていることか
ら、福祉の充実に回すべきと考えます。また、28年度からの地方交付税の段階的縮減を考えると今後の地方債の検討
と長期財政計画の分析が必要であり、その公表を求めるものであります。国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特
別会計、介護保険特別会計については、そもそも国の制度的構造的欠陥であり、さらにことしは悪化し市民に重い負
担が転嫁されています。市政が市民の暮らしを守る防波堤の役割を果たすことが求められています。そこで、幾つか

の指摘と提案をいたします。
　まず、中心市街地活性化についてです。まちづくりの基本は、市民の
理解と市民の知恵や地域の資源をいかに生かしていくかであると考えま
す。改めて中央公民館主体の発展的構想を提案します。
　次に、大地の芸術祭は、ＡＦＧと里山協働機構への委託費が４億
3,976万円と、全委託費の81.1％を占めるという異常な事業となってい
ます。市民主体の取組みになるよう抜本的な見直しを求めます。
　次に、国保税は１人年額８万9,851円、前年比7,497円の増となって
います。一般会計からのさらなる繰り入れを求めるものであります。

　教育行政は、さまざまな角度から問われています。教職員の増員を図り、多忙化を克服し、子どもと向き合ったゆ
とりある教育こそ将来の十日町市の残す道と考えます。
　職員500人体制について、市民のよりどころは行政であり支所機能や臨時職員対応を抜本的に見直すよう求めます。
　最後に、地域産業の振興と雇用の拡大については、循環型地域経済の構築を求めるとともに市農業の自主的振興を
目指すことを求め、平成24年度決算の反対討論といたします。

　私は、一般会計及び特別会計７件並びに水道事業会計の決算認定について、賛成の立場で討論いたします。
　平成24年度の収支状況は、一般会計では、歳入総額435億9,408万円、歳出総額409億4,190万円、差引額26億5,217
万円から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実質収支は15億4,919万円の黒字となり、単年度収支で４億8,607万
円、財政調整基金積立金と地方債繰上償還金、財政調整基金取崩額を加味した実質単年度収支でも10億4,566万円の
黒字となりました。
　７つの特別会計の合計では歳入総額184億8,951万円、歳出総額176億1,432万円、形式収支で８億7,518万円、実質
収支で８億1,940万円、単年度収支で２億6,233万円、実質単年度収支でも２億6,236万円の黒字でした。
　24年度決算の特徴としては、23年度に引き続き27億円に上る災害復旧費の影響や、教育関連施設整備等の普通建設
事業費が73億5,633万円、対前年比17億805万円30.2%の大幅な伸びとなったため、平成17年度の合併打ち切り予算約
440億円に次ぐ規模となり、歳出ベースで対前年度比16億8,900万円、4.3%の増となりました。

　職員500人体制に向けて努力し、44憶9,578万円前年度対比8.1%、
３億9,542万円の減、放課後児童クラブ整備事業や発達支援センター運
営など前年度より増加した細やかな運営がされています。今後は、人口
減少、高齢化が著しく、扶助費及び道路等の補修などにかかる維持費や、
目的別では民生費、衛生費、教育費など住民サービスに直結する支出の
増が見込まれます。
　アベノミクスや東京オリンピック決定で社会環境が一変したかのよう
ですが、我が国を取り巻く状況は１千兆円にも上る借金、ＴＰＰ、原発
等エネルギー問題、消費税増税と、国民負担は増すばかりです。また十

日町市も総合計画後期基本計画を策定し、やさしいまちづくり、活気ある元気なまち、安全・安心なまちを実現する
ため、限りある財源を身の丈に合った財政規模にするべく、市の行革推進本部ではさまざまな分野で健全で効率的な
財政基盤の確立を基本理念に改革を進めています。施策の実施に当たっては、合併特例債や基金の運用など含め、限
られた財源の効率的な配分、経費節減に努められ、サービス維持しつつ負担を増やさないために、市民福祉の向上に
向け産業の育成と中山間地の振興などに努められ、市長の方針である住み継がれる町を目指し、合併してよかった、
この町に住んでよかったと言われる自治体を目指していくことをお願いして、賛成討論といたします。

賛成討論 小 林 　 均 議員



（10）

９月定例会議決結果
議案番号等 件　　　　　　　　名 採決状況 議決結果

市　

長　

提　

出　

議　

案

83 地方税法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定

全員賛成 原案可決

84 十日町市都市計画税条例の一部を改正する条例制定

85 市道の廃止

86 市道の認定

87 字の変更（国土調査に伴う変更）

88 十日町市子ども・子育て会議条例制定

89 十日町市国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例制定

90 平成25年度十日町市一般会計補正予算（第４号）

91 平成25年度十日町市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

92 平成25年度十日町市介護保険特別会計補正予算（第２号）

93 平成25年度十日町市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

94 平成25年度十日町市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

95 平成25年度十日町市水道事業会計補正予算（第２号）

96 平成24年度十日町市一般会計歳入歳出決算認定
賛成多数 認　　定

97 平成24年度十日町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

98 平成24年度十日町市国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定 全員賛成 認　　定

99 平成24年度十日町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
賛成多数 認　　定

100 平成24年度十日町市介護保険特別会計歳入歳出決算認定

101 平成24年度十日町市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

全員賛成 認　　定
102 平成24年度十日町市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

103 平成24年度十日町市松之山温泉配湯事業特別会計歳入歳出決算認定

104 平成24年度十日町市水道事業会計利益の処分及び決算の認定

105 物品購入契約の締結〔圧雪車：松之山温泉スキー場〕

全員賛成 原案可決
106 物品購入契約の締結〔ロータリ除雪車：川西支所〕

107 物品購入契約の締結〔ロータリ除雪車：本庁〕

108 物品購入契約の締結〔除雪ドーザ：中里支所〕

議
会
提
出
議
案

27 「地方税財源の充実確保」に関する意見書 賛成多数 原案可決

28 「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書 全員賛成 原案可決

29 新聞への消費税の軽減税率適用を求める意見書 賛成多数 原案可決

請　

願

4 新聞の軽減税率に関する請願 賛成多数 採　択

5 消費税増税を中止する意見書の提出を求める請願 賛成少数 不採択

賛否等の状況

議
案
番
号
等

議
決
結
果

賛　
　
　

成

反　
　
　

対

政策クラブ　自由の風 日本共産党
十日町市議団 不羈の会 三 矢 会 市民クラブ

凜 無 会 派

近
藤
紀
夫

羽
鳥
輝
子

庭
野
茂
美

遠
田
延
雄

吉
村
重
敏

宮
沢
幸
子

小
林
弘
樹

藤
巻　

誠

高
橋
俊
一

福
崎
哲
也

大
嶋
由
紀
子

村
山
邦
一

安
保
寿
隆

鈴
木
和
雄

飯
塚
茂
夫

仲
嶋
英
雄

庭
野
政
義

小
嶋
武
夫

鈴
木
一
郎

村
山
達
也

太
田
祐
子

小
林　

均

小
野
嶋
哲
雄

涌
井　

充

高
橋
洋
一

川
田
一
幸

96 認　　定 22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

97 認　　定 22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

99 認　　定 22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

100 認　　定 22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議27 原案可決 22 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議29 原案可決 21 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

請 4 採　　択 21 4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

請 5 不 採 択 3 23 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ※

賛否が分かれた議案のうち、起立採決等により個々の賛否が明らかな議案について掲載。
（○：賛成、×：反対、−：欠席）※議長は議決に加わらず。
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一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

９
月
定
例
会

《
補
正
第
４
号
》

　
こ
の
補
正
は
、
今
夏
の
豪
雨
等
に
よ

る
災
害
復
旧
事
業
の
ほ
か
、
道
路
橋
り

ょ
う
関
連
の
改
良
・
修
繕
工
事
や
観
光

振
興
費
の
追
加
な
ど
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

○
川
西
地
域
観
光
施
設
関
連
費

　
（
川
西
支
所
地
域
振
興
課
）

・
川
西
地
域
観
光
施
設
整
備
事
業
（
節

黒
城
改
修
関
連
工
事
費
等
）
の
追
加

�
�

５
６
０
万
円

○
地
域
自
治
活
動
支
援
事
業

　
（
企
画
政
策
課
）

・
と
お
か
ま
ち
応
援
寄
附
金
の
受
け
入

れ
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
地
域
自
治
組

織
へ
の
支
援
」
に
対
す
る
寄
附
金
充

当
額
の
追
加�

１
、１
８
８
万
円

○
現
年
発
生
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
事
業
（
農
林
課
）

�

１
億
１
、２
６
９
万
円

○
現
年
発
生
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業

（
農
林
課
）�

３
、３
１
０
万
円

○
現
年
発
生
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

（
建
設
課
）�

２
、５
４
６
万
円

○
道
路
橋
り
ょ
う
修
繕
事
業

　
（
建
設
課
ほ
か
）�

８
、３
５
５
万
円

○
道
路
整
備
事
業
（
建
設
課
ほ
か
）

�

１
、０
０
０
万
円

○
消
雪
パ
イ
プ
整
備
事
業
（
建
設
課
）

�

１
億
２
、４
９
４
万
円

○
松
之
山
地
域
観
光
振
興
費

　
（
松
之
山
支
所
地
域
振
興
課
）

・
地
熱
開
発
理
解
促
進
関
連
事
業
（
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
に
使
用
し
た
温
泉
水

の
再
利
用
に
伴
う
工
事
費
等
）
の
補

正�

６
、６
５
３
万
円

○
中
里
地
域
観
光
施
設
関
連
費

　
（
中
里
支
所
地
域
振
興
課
）

・
清
津
峡
地
域
観
光
拠
点
整
備
事
業

（
駐
車
場
ロ
ー
タ
リ
ー
化
工
事
等
）

の
補
正�
１
、２
０
０
万
円

○
ス
キ
ー
場
運
営
事
業

　
（
松
代
支
所
地
域
振
興
課
）

・
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
修
繕
料

の
追
加
等�
�

５
３
６
万
円

○
十
日
町
地
域
大
地
の
芸
術
祭
作
品
関

連
費
（
観
光
交
流
課
）

・
キ
ナ
ー
レ
屋
上
防
水
工
事
の
補
正
ほ

か�
�

１
、６
１
０
万
円

○
大
地
の
芸
術
祭
受
入
対
策
事
業

　
（
観
光
交
流
課
）

・
地
域
の
観
光
資
源
と
ア
ー
ト
を
結
び

つ
け
る
こ
と
に
よ
る
通
年
誘
客
事
業

（
財
源
変
更
に
よ
る
も
の
）
の
補
正

�

１
、０
８
９
万
円

○
庁
舎
整
備
費
（
財
政
課
）

・
本
庁
舎
整
備
事
業
（
地
階
・
保
健
セ

ン
タ
ー
改
修
工
事
費
等
）
の
追
加
ほ

か�

６
、３
９
１
万
円

○
認
可
保
育
所
運
営
事
業

　
（
子
育
て
支
援
課
）

・
保
育
士
の
処
遇
改
善
や
給
食
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
経
費
の
補
正
ほ
か

　
　

�

２
、１
８
５
万
円

○
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業

　
（
子
育
て
支
援
課
）

・
手
当
額
の
改
定
に
よ
る
追
加

�

１
、２
４
８
万
円

○
中
里
歯
科
診
療
所
移
設
補
助
金

　
（
健
康
支
援
課
）

・
中
里
歯
科
診
療
所
の
上
村
病
院
へ
の

移
設
経
費
の
補
助
金
の
補
正

�
２
、２
６
４
万
円

○
地
域
中
核
病
院
周
辺
整
備
事
業

　
（
地
域
中
核
病
院
建
設
推
進
室
）

・
駐
車
場
整
備
な
ど
に
伴
う
土
地
購
入

費
等
の
追
加�

６
、３
３
８
万
円

○
十
日
町
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

・
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
の
一
部
改
修

へ
の
補
助
金�

４
０
０
万
円

十日町

通
信

つ
う
し
ん

市議会

か
い
は

会
派
２

◆
政
策
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

自
由
の
風

【
活
動
状
況
】 

　
本
年
５
月
に
11
名
で
結
成
さ
れ
た
私

た
ち
の
会
派
は
、
会
員
の
資
質
と
政
策

立
案
能
力
の
向
上
の
た
め
、
山
積
す
る

市
政
の
諸
課
題
に
対
し
活
発
な
議
論
と

研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
信
濃
川
と
清
津
川
問
題
や
、

中
心
市
街
地
活
性
化
に
伴
う
十
日
町
病

院
改
築
問
題
等
に
関
し
て
は
、
会
派
結

成
と
同
時
に
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
議
会
改
革
に
向
け
た
議
論
を
は

じ
め
、
農
業
振
興
、
産
業
振
興
と
景
気

雇
用
対
策
、
子
育
て
施
策
の
充
実
、
ほ

く
ほ
く
線
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
交
通

の
あ
り
方（
確
保
）、
冬
期
間
で
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
基
盤
の
整
備
や

除
雪
体
制
の
確
立
、
教
育
、
福
祉
な
ど
、

諸
課
題
解
決
に
向
け
た
議
論
と
調
査
・

研
究
を
順
次
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
木
島
平
米
の
輸
出
に
つ
い
て�

④
木
島
平
米
ブ
ラ
ン
ド
「
村
長
の
太
鼓

判
」
の
取
組
み
に
つ
い
て

・
長
野
県
飯
田
市
役
所
に
て

①
「
飯
田
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て�

②
条
例
に
基
づ
く
、
上か

み

村む
ら

地
区
の
小
水

力
発
電
を
用
い
た
地
域
づ
く
り
計
画

に
つ
い
て

●
平
成
25
年
７
月
９
日

・
長
野
県
茅ち

野の

市
立

と
が
り
い
し

尖
石
縄
文
考
古
館

　
国
宝
の
保
存
・
展
示
と
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
活
用
に
つ
い
て

長野県飯田市を視察したメンバーたち

【
研
修
及
び
先
進
地
視
察
】 

●
平
成
25
年
７
月
８
日 

・
長
野
県
木
島
平
村
役
場
に
て 

　
木
島
平
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

①
品
質
向
上
に
向
け
た
取
組
み�

②
販
売
力
強
化
に
向
け
た
取
組
み�

【
今
後
の
研
修
予
定
】 

　
福
島
県
会
津
若
松
市
他
で
「
議
会
基

本
条
例
」
を
は
じ
め
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
」「
体
験
型
農
家
食
堂
群
」
な

ど
に
つ
い
て
の
視
察
・
研
修
を
予
定
。

《
メ
ン
バ
ー
》 

　
近
藤
紀
夫　
羽
鳥
輝
子　
庭
野
茂
美

　
遠
田
延
雄　
吉
村
重
敏　
宮
沢
幸
子

　
小
林
弘
樹　
藤
巻　
誠　
高
橋
俊
一

　
福
崎
哲
也　
大
嶋
由
紀
子



あ
と
が
き

（12）

　
「
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か

な
」
そ
ん
な
様
子
を
見
な
が
ら
こ
の

あ
と
が
き
を
書
い
て
い
ま
す
。
こ
の

号
が
発
行
さ
れ
る
と
き
は
、
稲
刈
り

も
終
わ
っ
て
い
る
頃
。
大
雨
の
影
響

で
稲
が
だ
い
ぶ
倒
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
苦
労
さ
れ
た
稲
刈
り
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

４
月
に
初
め
て
の
選
挙
を
経
験

し
、
約
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
無
我

夢
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
我
を
な

く
さ
ず
、
忙
し
く
と
も
心
を
な
く
す

こ
と
は
決
し
て
な
い
よ
う
に
と
今
日

ま
で
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
自

身
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
り
ま
す

が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ

今
日
が
あ
る
の
だ
と
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
た
時
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
、
謙
虚
に
学
び
続
け
、
市
政

の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
未
熟
だ
か
ら
こ
そ
、

よ
り
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
学
び
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
あ
っ
て

の
市
議
会
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
た
く
さ
ん

お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

�

（
大
嶋
由
紀
子
）

議
会

ポ
ー
ト

レ

産
業
建
設
常
任

　

委
員
会
視
察
報
告

信
濃
川
・
清
津
川
対
策

　

特
別
委
員
会
報
告

REPORT 1

REPORT 2

■
管
内
視
察

　
平
成
25
年
７
月
25
日
、
当
委
員
会
の

所
管
事
業
に
関
す
る
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

○
八
箇
峠
ト
ン
ネ
ル
（
十
日
町
工
区
）

　
事
故
後
、
今
年
１
月
に
再
開
さ
れ
た

工
事
は
、
来
年
10
月
の
貫
通
を
目
指

し
て
掘
削
さ
れ
て
い
ま
す
。
延
長
は

７
５
０
ｍ
で
換
気
設
備
や
ガ
ス
検
知
シ

ス
テ
ム
等
の
安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

○
晒
川
砂
防
堰
堤
事
業

　
晒
川
の
上
流
に
は
、
平
成
23
年
夏
の

豪
雨
災
害
に
よ
る
崩
壊
土
砂
が
大
量
に

残
っ
て
お
り
、
流
出
防
止
の
た
め
の
砂

防
堰
堤
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
進

捗
率
は
62
％
で
12
月
末
に
完
成
す
る
予

定
と
の
こ
と
で
す
。

○
猿
倉
地
区
豪
雨
災
害
復
旧
工
事

　
同
じ
く
一
昨
年
の
豪
雨
で
被
災
し
た

猿
倉
の
た
め
池
の
復
旧
工
事
の
状
況
を

視
察
し
ま
し
た
。
増
破
に
よ
る
変
更
が

あ
る
中
で
、
た
め
池
と
し
て
の
機
能
が

回
復
し
て
い
ま
し
た
。

○
㈱
き
も
の
ブ
レ
イ
ン

　
昨
年
３
月
、
第
２
回
「
日
本
で
い
ち

ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞
」
で
審

査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
事

業
内
容
は
、き
も
の
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
、

　
当
特
別
委
員
会
は
、
信
濃
川
と
清
津

川
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査
研
究
と
、

諸
課
題
の
解
決
に
当
た
る
た
め
、
６
月

定
例
会
で
委
員
８
名
の
特
別
委
員
会
と

し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
第
１
回
の
会
議
が
７
月
29
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
概
要
を
報
告
し

ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
信
濃
川
問
題
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
確
認
し
な
が

ら
、
平
成
27
年
６
月
の
水
利
権
使
用
許

可
の
更
新
に
向
け
て
、
検
証
・
協
議
を

行
い
ま
し
た
。
市
当
局
か
ら
は
、
平
成

26
年
12
月
ま
で
に
市
と
し
て
の
方
針
を

出
す
べ
く
、
信
濃
川
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
等
で
具
体
的
に
詰
め
て
い
く
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
と
の

協
定
書
や
Ｊ
Ｒ
水
利
使
用
規
則
、
議
会

議
決
に
関
す
る
関
係
条
例
の
確
認
、
関

係
会
議
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
の
中
で
、

・
サ
ケ
の
遡
上
数
増
加
の
た
め
、
さ
ら

な
る
取
組
み
を
望
む
こ
と
。

・
市
民
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
信
濃

川
の
水
の
利
用
率
等
を
示
し
な
が
ら

信
濃
川
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
こ
と
。

ガ
ー
ド
加
工
、
仕
立
て
と
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
で
す
。
花
王
や
資
生
堂
な
ど
の
大

企
業
と
並
び
、
今
年
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
経
営
企
業
１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
本
町
６
丁
目
の
工
場
に
は
、
女
性
が

多
く
、
障
が
い
の
あ
る
方
も
い
て
、
整

頓
さ
れ
た
清
潔
な
室
内
で
作
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
取
引
先
は
１
、０
０
０

社
を
数
え
、
年
間
36
万
件
を
受
注
す
る

な
ど
視
察
者
も
２
、０
０
０
人
に
及
ぶ

と
の
こ
と
で
す
。

　
「
き
も
の
の
幸
せ
」
を
考
え
、
女
性

と
障
が
い
者
の
雇
用
に
長
年
努
力
さ
れ

た
経
営
者
の
指
導
力
に
は
頭
が
下
が
り

ま
す
。
脚き

ゃ
っ
か
し
ょ
う
こ

下
照
顧
、
十
日
町
市
に
全
国

に
誇
れ
る
事
業
所
が
あ
り
ま
し
た
。委員に対し説明する

きものブレインの岡本副社長

当局から説明を受けた7/29の特別委員会

・
Ｊ
Ｒ
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て
は
、

項
目
を
整
理
し
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
取
り
な
が
ら
地
域
の
後
押
し
を

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

を
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
際
に
支
障

と
な
る
と
想
定
さ
れ
る
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド

に
つ
い
て
は
、
撤
去
が
完
了
し
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
東
京
電
力
清
津
川
問
題
に
つ
い
て

　
清
津
川
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
や
東
京
電
力
水
利
権
使
用
規

則
の
確
認
、
魚
野
川
水
資
源
確
保
検
討

委
員
会
等
、
関
係
会
議
の
開
催
状
況
な

ど
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
質

疑
の
中
で
は
、

・
市
当
局
は
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対

応
を
取
る
よ
う
強
く
望
む
こ
と
。

・
清
津
川
の
水
は
、
魚
野
川
に
流
す
こ

と
な
く
全
量
清
津
川
に
戻
す
こ
と
を

目
標
に
取
り
組
む
こ
と
。

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
報
告
と
し
ま
す
。

　
計
画
策
定
業
務
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実

施
に
つ
い
て
、
担
当
課
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

■
８
月
９
日
委
員
会
開
催

○
地
熱
開
発
理
解
促
進
事
業

　
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
実
証
プ
ラ
ン
ト
か

ら
出
る
温
泉
水
を
再
利
用
す
る
事
業
に

つ
い
て
、
松
之
山
支
所
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

○
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
係
る
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
整
備


